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原著

家族の相互の呼び方から見た日本の

家族関係の特徴
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THE CHARACTERISTICS OF JAPANESE FAMILIES 

VIEWED FROM THEIR TERMS FOR ADDRESS 

AND SELF-REFERENCE 

Takaaki OGAWA 

A questionnare was administered to university students and they answered about the terms 

of address and self-referenc巴 uesdin th巴irfamilies when they were children and in recent til11e. 

The analyses of their responses con五rmedfollowing hypotheses. 

(1) Mother addresses her first-born child by the kin terl11S viewed frol11 the youngest child 

more than the father. 

(2) Th巴 wifeaddresses her husband by the father terl11 more than the husband uses the 

l110ther t巴rmto addresses her. 

(3) Th巴 husbandliving in a three generations fal11ily uses th巴l110therterm when he addresses 

her wife less than the husband living in a nuclear family 

(4) The husband who addresses his wife by the mother term tends to address his first-born 

child by the kin terms viewed from the his youngest child more than the husband who ueses 

less frequently the mother term to his wife 

(5) Elder siblings who are addressed by their kin terms from their younger siblings are called 

more frequently by the same manner from their parents too. 

(6) Elder sisters use the kin term viewed from younger siblings to refer thems巴lv巴smore 

than elder brothers when they tall王 toyounger siblings. 

問題
た」は「お母さん」と意訳してしまった方が日本語とし

ては自然、なのではないかという疑問を持った。しかし同

たまたまあるイギリス映画の官頭の場面で若い女性と 時に，それとも，たとえ年上の女性が母親であると して

その母親と同 じくらいの年齢と思われる中年女性が親し もストーリーの展開の上ではまだそのことを観客に正確

げな会話をしていた。 2人は互いに相手を「あなた」と には明示しない方が良いから，あえて「あなた」と直訳

l序び，日本語の字幕でも「あなた」と訳していた。これ しておくのだろうか，と推測したりしたも のである。

を見たH寺，筆者は年上の女性が若い女性の母親なのだろ 「あなた」という 言葉はもともとは尊敬表現の程度の高

うか，もしそうだとすると娘から母親に対する「あな い代名詞であったようであるが，今日では同輩，あるい
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は目下の者に呼びかける尊敬語ということに用法が限ら 方を調査した研究結果を見ていくと，まず波辺 (1978)

れている(大石 1986，南 1987)。子が親に対して，部下 は，都内の約 100人の既婚男性に質問紙調査を行ない，

が上役に対して，若い人が年長者に対しては使いにく (a)家族全員で食事をしているとき， (b)委と二人で

い。蓮笑 (1986)は日本語とフランス諮の二ヶ国語を母 食司1・を しているとき， (c)隣りのへやにいる姿を l乎ぶ

図話として育った5歳の息子から「あなた」とよばれた とき， fiiJんといって萎をl乎ぶか， (d)さらに子どもが

ときの「衝撃」を詳しく記している。この点について 生まれる前は同様の場商でどう呼んでいたか，について

は，我が周と歴史的にも文化的にも関係の深い|燐りの国 回答を求めた。(a)と (c)については子どもの有る家

の斡国でも同様であるようだ。ヤン (Yang， 1986， p. 庭と1![い家庭に分けているが， (b)については全回答

42-43)は，韓国語では年長の親族に対しては第2人称 者の中から夫婦2人だけの家族のみを集計から除いてあ

代名調「めなた」の代りに親族名称を使わなければなら る。つまり子どもが居ないけど，夫か萎の父母も しく は

ないので，ヨーロッパ認に比絞して而倒であり，不便で きょうだいが同居している者を含めているので， (a)と

あることを述べている。また彼は，日本語では3人称代 (b)の正確な比較はできないが，前者の場面では“おか

名詞「彼J I彼女」を近代になって使い始めたが，勝国 あさん"もしくは “ママ"という呼び方が子どものいる

諮では適切な用語が無いことを指摘している。 しかし， 家庭の 8割ほどで使われるのに対して，後者の場而では

日本語でも家族の ことを彼とか彼女という 言及の仕方は 半分以下になった。これに対して直接姿の名前をl呼ぶ比

会話の中で使われることはまずi!lfil，、であろう 。父親にか 率は複数回答も含め前者で2割ほどあるが，後者では

かつてきた電話に息子が「彼はまだ帰宅していませんJ l.5倍にi哲力11，“若/お前/あなた"などの人称代名詞も

などという言い方は英語や中国語て叶土普通で‘あるが，韓 十数%から 30数%に増えていた。(c )の子どもの生れ

国語や日本語では不自然である。そこでも代名詞の代り る前は当然 “おかあさん"というよ うな呼び方はなく，

に親族名称(家族内でL、う場合と他人に対していう場合 名前や人称代名詞や“オ イ"とか“アノグ'などの応答

で異なるが〉が使われる。さらにまた日本の社会では話 詞が使われる。一方，妻が夫をどう呼ぶかについて，言

し手が自分の ことを称する用語についても特徴がある。 語生活の編集部 (1973)は東京の山手と下IU]の2つの幼

それはいわゆる一人称代名詞といわれるものがゅうに20 稚閣の闘児の母親 117人と国語研究所の職員の家族'11人

を越す〈森本 1988，p. 96)ことである。話す相手や場 に質問紙調査によりいくつかの場面での妥の夫に対する

面により適切に使い分けることが要求される。このよう 11子びかたについて回答を求めた。主な結果は， (a)夫

な日本の社会における自分，相手，第三者をあらわす用 と2人だけでのH寺に比べて，子どもがそばに居るときの

諮の使い方の特徴は我が国の家族の人間関係あるいは社 方が夫を“おとうさん"とか“パパ" (これらのH子び方

会一般の人間関係の特徴と関連しているのではないだろ を父称としてまとめている〉とl乎ぶことが多し、。しかし

うか。鈴木 (1972)は，いわゆる人称代名詞を含め，自 子どものj舌ない場面でも名前をl乎ぶことは多くない。夫

分，相手および第三者を指す用語をそれぞれ自称詞，対 と2人だけで外出して街の人ごみの中で大声で夫を11子ぶ

称詞， 他称詞と呼び，日本人のこの使用法は基本的には ときでも，その父称や“あなた"よりもずっと少なし、。

家族内における対話パターンの鉱張と見なすことが出来 子どものいない夫婦で、も妻が夫を父称では11子ばないけれ

るとしている。彼は 日本の家族内における I~I 称・対称の ど“あなた"と 11子ぶことが多く，名前でl呼ぶことは同様

仕方の原則と して 「①年上の親族に対しては相手を指す に少なかった。他の者との話の中で夫を話題にする場面

ことばとして人称代名詞を使わず，親族名称を使用す を見ると，親友や自分の母親と話すときは夫のことを

る。これとは逆に年下の者には人称代名詞や名前を使用 “お父さん"とか “パノ~"ということが多かった。 ただ

する。また自分をさすことばについては年下の者には相 し夫の母親には他の相手とは違い夫を名前で言及する こ

手から見た親族名称て‘!当分を称することができるが，年 とが多少見られた。

上の者には自分の名前で自称することができる。②一度 また津留 (1956)は，関西地方の 4種類の地域(住宅

自分を最年少者の位置に置き，そこから他の家族員を親 地，商業地，工業地， i12村〉の小学校5年生500人に面

族名称でl呼ぶ」の 2つが存在することを考察した。後者 接調査を行ない，彼等の家庭の中で家族同土がどう 11子び

は具体的には子どもを持つ夫婦が互いに「お母さん/お あっているか尋ねた。もし呼び方が2つ以上ある場合は

父さん」と呼び，父母が一番上の子を「お兄ちゃん/お 最も普通に多く汀h、られる方を集計に入れた。夫から菱

商liちゃん」とl呼ぶなどのことをきしている。 に対する呼び方で最も多いのは「名前の 11子び捨てJ45 

ところで，実証的に日本の家族内での自称，対称の仕 %，ついで「お母ちゃん ・お母さんJ29%であった。ー



ガ，安から夫に対しては「お父ちゃん ・お父さん」が73

%と最も多かった。子どもを含むl乎び方については子ど

もごとに回答を得ているのでt!J:1fi:数より多くなってい

る。下の子から兄姉をl乎ぶ仕方はともに70%が「お兄ち

ゃん/お姉ちゃん」およびそれに似たl呼び方て、あった。

兄姉から弟妹の呼び方は兄と姉で多少速いが有るようで

あった。兄は弟妹を「呼捨て」でl呼ぶ者が 7割前後である

が，州1は55%-60%くらいであった。ところが， 筆者の

問題意識から残念に思えるのは父母が長子を名前でl呼ぶ

か，あるいは“お兄ちゃん/お姉ちゃん"と H手ぶか全く

何も言及していないことである。子どもを長子と他の子

どもたちと区別せず全体で集計していて， I比}佼的単純

なので表示は略すが-j と述べ，父の 8割余，母の 7割

弱が名前のl手拾てであり，他は名前にちゃん付けと 11洛称

や愛称「あるいはきょうだい同土の呼び方を父母もその

まま使っている場合」が若干あったと報告している。こ

の「きょ うだい同士のl乎びかた」の中に“お兄ちゃん/

お剣lちゃん"を含めているように見える。また，この研

究ではそれらの家族の呼び方のあいだの相互関係につい

て何も言及されていなし、。つまり弟妹が兄姉を名前でl呼

ぶか，それとも“お兄ち ゃん/お姉ちゃん"と 11子ぶかと

いうことと，彼等の父母が長子をどう l呼ぶかということ

と関連しているのかどうか。また，長子をl呼ぶ仕方と夫

婦の間のl乎びかた(夫が萎を名前で11子ぶか“お母さん"

というようなH手び方をするか〉と関連があるのかどう

か，という問題が検討されていない。

次にベフとノーベック (Befu& Norbeck， 1958)は，

カリフォノレニア大学に留学中の男女10人ずつの日本入学

生に対する面接調査とベフ自身の日本での生活経験に基

づき，日本人の家族の間での呼び方と自称の仕方につい

てまとめた。ここでも津留と同じく fJ!から子どものl呼び

方として長子と下の子どもとの区別をせず論じている。

彼等は家庭外の他人に自分の家族員のことを言及する言

い方と直接の会話でなくて書簡における自称・対称の仕

方についても調査している。さらにフィッシャー(J.L.

Fischer， 1964)は，福岡市に住む41家;伎の主として主婦

に面接調査を行ない，各家族員の問で相手をどう 日子び，

自分を何んと称するかについて回答を得た。自称および

対称の主なタイプを①代名詞，②親族名称， ③年l始・地

位名称 (agestatus terms)， ④名古iI， ⑤zero formsの

5つに分類した。 ③の agestatus termsとしてはボー

ヤ，ポーズを挙げている。この言葉は年 tの家族が男の

子を11子ぶとき使い，男の子自身が自分を指す言葉として

用いるとしているが，この後半の記述 (EI称の用語とし

てボーヤもしくはポーズが使われるという部分〉は事実
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ではないように筆者には忠われるのだが。また⑤の zerQ

formsとい うのは相手を11手ぶときは上で応答詞と分類さ

れている“オイ"とか“ネエ"というような言葉である

が，自分をさす場合もこの zeroformsは有るとしてい

る。実例として息子夫婦と同居している老婦人が孫と 話

すときは自分のことを“おばあちゃん"と l乎ぶが，若夫

婦と話すときはし、かなる用語も使わない(つまりワタシ

というような主語を省略して述べる〕ことを挙げて い

る。そしてこれを無能力感に由来する自己卑下の現れで

あると解釈しているが， これは勘違いではないだろ う

か。フィッシャーは典型的なひとつの家族を例に挙げ詳

しく 説明しているのであるが，復雑さを避けるためか，

夫婦と子ども一人の家族を取上げている。したがって父

母が長子を「お兄ち ゃん/お姉ちゃん」という呼び方を

するかど うかという点については何も言及していない。

そこで筆者(小川1991)は，この点についても資本|を

得られるよ うな質問紙調査を行なってみた。 3つの大学

の学生に質問紙調査を実施し，各自の小中学生時代を回

想して， 当時の家族の中での相互の呼び方について回答

することを求め， 344名の回答を集計ーした。両親が一番

上の子をどう 11子ぶかについて自由記述しても らったとこ

ろでは， I実名 (11']'姶て)J， I実名+ちゃん，愛称」の)1聞

に多く， Iお兄ちゃん/お拘liちゃん」がそれについでい

たが，複数回答が多く，他の呼び方と併用している家庭

がすくなくなかった。さ らに， Iご両親はあなたがたき

ょうだいの兄/姉を“お兄ちゃん/お姉ちゃん"と 1I子ぶ

ことがありましたか」に対する多肢選択の回答を見る

と，日、つもそう呼ぶj，iかなり多くそう呼んだJ，Iと

きどきj，Iたまに」の4個の選択を合計すると全体の約

3分の 2になり，残りの 3分の lが「ほとんど無し」お

よび「全然無し」の回答であった。回答者が子どもの頃

と年齢18歳以上の大学生になった現在との違いについて

は大部分が「なし」であった。一部の「遠いがある」と

いう回答も「父母のことをお父ちゃん/お母ちゃんから

~さんとい うようになったj，I両殺が私を“兄ちゃん"

か実名で呼んでいたのが実名一本になったj，I父と母の

間で実名でl乎ぶことが無くなった」等の比較的小さな変

化が有ることを述べていた。 次に，この調査の中で I~I 称

詞について 「自分のことをボク/ ワタシという代りに名

前や愛称で称した」ことが有るかどうか質問した。男子

ではごくわずかだったが，女子では半数以上がこのよ う

なし、し、方をした経験が有り ，現在でも主と して家族や親

しい 友人仲間に対して使うという回答も少なくなかっ

た。また筆者は，これらの結果と比較するため，斡国の

各地で・少数の大人に而接して同様のことを調査した。Ti'1I
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述の鈴木の二つの原則のうち一番目の方は斡固でも類似

した結果で・あった。ただし，自称詞としては名前や愛称

を用いることはあまりなく，第一人称代名詞を幼いとき

から使用していた。また，もう一つの「他の家族員を最

年少者から見tc.親族名称で・呼ぶ」ということは斡国人に

はまず当てはまらず，日本人に特有の特徴であることが

椛認された。

今回はこれら先行研究の結果に基づき， さらに数量的

な把煙をしたし、。具体的には次のような仮説を設け検討

してみたし、。

1. 父親と母親では母親の方が長子を「お兄ちゃん/

お州iち平ん」と呼ぶことが多いだろう 。回答者が大学生

になった現在て、もこの傾向は持続しているだろう 。また

名前でl乎ぶ場合でも呼捨ては父に多く，母は名前にちゃ

ん付けや愛称でl乎ぶことが多L、。つまり一口でいって，

母親の方が「やさしL、」呼び方であろう。

2 萎が夫を「お父さん」と呼ぶことの方が夫が妻を

「お母さん」と 11子ぶことよりも頻繁であろう 。 ただし，

夫婦の問の呼び方に関連があるだろう。つまり，萎が夫

を名古iiでなく，父称でl呼ぶことが多い家庭では夫の方か

らも姿を母称で呼ぶことが多いだろう。

3 夫が妻を「お母さんjとl呼ぶことは夫の実母また

は義mlの母親〔回答者の相母〉が同居する家庭では同居

していない家庭よりもすくないだろう。

4. ~圧を「お母さん」と l呼ぶことの多い夫はすくない

夫よりも長子を「お兄ちゃん/お拘liちゃん」と 11予ぶこと

が多いだろう。

5 父母が長子を「お兄ちゃん/お師Iiちゃんjと11子ぶ

ことが多い家庭の方がすくない家庭よりも弟妹が兄/姉

を名前であく「お兄ちゃん/お姉ちゃん」とよぶことが

多いだろう。

6. 兄の場合よりも州iの場合の方が弟妹に対 して自

分をワタシという 代 りに「お!sliちゃん」とい うことが多

く，この性差は大人になっても持続するだろう。

方法

愛知県および三重県内の 3つの大学(国立 1校，私立

2校〉の学生に質問紙調査を行ない，各自の子ども|時代

を回想して，当時の家族の中での相互の呼び方について

回答するとともに，現在の呼び方についても回答するこ

とを求めた。 回答には性別， 年齢， 子どもの頃の居住

地， 家族構成を求めた。回答者は自分がどう 11子び，どう

呼ばれたかでなく，家族員が他の家族員をどう呼んだか

について主と して回答する ことを求められた。両親がそ

ろっている者 303名の回答を集計に用いた。ただし， 1 

人っ子の者14名の回答は上記仮説の (2)と (3)について

のみ使用したほか， 一部の質問項目に記入漏れのある回

答はその項目に関連する集計ーからは除いた。表 1は303

名の回答者のきょうだい数，出生順位と性別ごとの人数

である。

結果と考察

(1)弟妹から兄姉の呼び方

前回の調査では「きょうだいの中で年 |ごの者(弟妹〉

から年上の者(兄貴ni)をどう呼んでいたか」と質問した

のであるが，今回はその結果に基づき，お兄ちゃん/お

拘liちゃん，名前 (11別会て)，名前+ちゃん，名liii+くん，

愛称，の 5個の呼び方について a 頻繁に， b とき

どき c まれに， d 全くそう l序ばない，の 4段階で

評定するように求めた。

1. (お兄ちゃん，お針Iiちゃん) a. が238人 b が

9人 c が5人， d は10人であった。

2. (名前で) a. 7人， b. 10人 c 14人， 他は

d.の回答。

3. (名前+ちゃん) a が7人， b が 15人 c

が5人，他は。d 。

4. (愛称) a が8人，b が 11人 c が 12人，

他はd.。

表 l 回答者の出生順位と性})IJ

1:1:1 生順位 性 5)IJ 

l 2 3 4 5 5号 女 計

1人っ子 14 6 8 14 

2人きょうだい 137 85 64 158 222 

3人きょうだい 27 16 14 17 40 57 

4人きょうだヤ 2 3 2 1 7 8 

5人きょうだい 。 1 1 。 。 1 i つ“ 

メCミ1 手H 89 214 303 



表 2 brtiを「お古liちゃん」と 11手ぶ程度(2人きょう

だい)

弟
お"

a. 頻繁に 42 66 

b ときどき 1 2 

c まれに 。 3 

d 全くそうは呼ばな い 6 1 

言{ 49人 72人

χ2二 8.16，df=3， p<.05 

表 3 姉を「呼捨てJで11手ぶ程度 (2人きょうだ U、)

弟 妹

a 頻繁に 2 。
b. ときどき 2 2 

C. まれに 7 3 

d 全くそうはl呼ばない 38 67 

言↑ 49人 72人

Z2=7.51， df=3， p < .05 

表 4 父親と母親が長子を 11呼捨て」で11千ぶ程度

父親

母親 a b. c d. 言i
a. 頻繁に 108 4 2 1 115 

b ときどき 46 37 3 。86 

c まれに 12 7 9 。28 

まったく 11乎ばない 18 5 4 15 42 

計 184 53 18 16 271 

Z2=171.187， dfニ 9，p<.Ol 

5. (名前+くん) a.がなし b.が2人 c. 1 

人，他はd 。

( 5 ) 

表 5 父親と母親が長子を「お兄ち ゃん/お姉ち ゃ

ん」と 11手ぶ程度

父親

母親 a b 巳 青|

a. 頻繁に 42 22 18 14 96 

b. ときどき 5 37 19 29 90 

c まれに 。。19 16 35 

d. まっ たく l呼tまない 2 1 7 58 68 

音| 49 60 63 117 289 

χ2=171.87， df=9， p <.01 

表 6 父殺と母親が長子を 「名前+ちゃん」 と呼ぶ

程度

父親

母親 a. b c d. 言十

a 頻繁に 14 4 l 19 38 

b. ときどき “ つ 18 3 26 49 

c まれに 1 。6 12 19 

d まったく l呼ばない 2 。1 171 174 

昔| 19 22 11 238 280 

χ2=185.86， df=9， p<.OOl 

表 7 父親と母親が長子を:tZ~司、で1IiJ'ぶ程度

父親

母親 a b. C. d. 青|

a 頻繁に 8 5 2 5 20 

b ときどき 。10 2 7 19 

C. まれに 。3 3 3 9 

d まっ たく l呼ばない 1 。3 230 234 

青| 9 18 10 245 282 

Z2=242.736， df=9， p <.001 

「その他」の欄に記入のあった回答は「名前+ねえち 質問 2と3は父親と母親が上と同じ各呼び方で長子を

やんJ4人， 1姉坊J1略称J1おし、J1あんた」が各 l人 l呼ぶ程度を (1)と同じ基準で評定することを求めた。表

などであった。 4は父母の長子をl乎び捨てで呼ぶ程度のクロス集計結果

きょうだいの性別の構成の速いで，兄刻iに対するl乎び である。父親は67.90%が「頻繁に」この呼び方をして

方に多少違いがあった。 2人きょうだいのうち，いくつ いたのに対して，母親では 42.43%が同じ回答である。

かの組合せで比較すると，表2のように，!frtiを「お姉ち 表 5は父母が長子を「お兄ちゃん/お姉ちゃんJと呼ぶ

ゃん」とよぶ程度が妹よりも弟の方がやや少なく， 1よ 程度の回答である。母親の 1/3が「頻繁にJ，31.14%が

び捨て」にする程度は弟の方が多かった(表3)。 他方 1かなり多く」の回答であるが，父親では同 じ回答は

兄に対して弟と妹の用いる呼び方に差は見られなかっ 16.96%， 20.76%である。表 6は名前にちゃんづけで呼

た。これは男尊女卑の傾向の名残りであろうか。 ぶ程度，表7は愛称で呼ぶ程度， 表 8が名前にくんづけ

(2)父母から長子の呼び方 で呼ぶ程度の父母のクロス集計結果である。



( 6 ) 

表 8 父親と母親が長子を「名前+くん」と l呼ぶ程

度

父親

母親 a b. c d 言i

a. 頻繁に 4 。2 2 8 

b. ときどき 。4 。l 5 

C. まれに 。1 。3 4 

d.まったく呼ばない 。。。95 95 

苦| 4 5 2 101 112 

χ2=157.9， df=9， p<.OOl 

表 9 父親と母親が長子を「お兄ちゃん/お古liちゃ

ん」と 11手ぶ程度(現在)

母親

a. いつもそう l呼ぶ

b. かなり多く

C. ときどき

d. まれに

父親

a. b. c. d. 巴.言1

4321212  

2 19 9 9 9 48 

o 3 21 17 19 60 

o 2 2 25 28 57 

E. 全然そうはl呼ばない o 0 3 2 87 92 

計 6 27 37 54 145 269 

χ2=229.17， df=9， p<.Ol 

その父母の子どものうちの一人である回答者が大学生

となった「現在」の長子の呼び方については『現在はお

父さん(お母さん〉は，あなたがたきょうだいの一番上

の人を「お兄ちゃん/お姉ちゃん」と呼ぶことが有りま

すか?~と聞き 5 段階で評定してもらった。表 9 がそ

のクロス集計結果である。父親は54%が「全く」そのよ

うな呼び方をしないのに対して，母親では全く呼ばない

のは 34%であり，残りの者は多少とも現在でも長子を

「お兄ちゃん/お姉ちゃん」と呼んでいる。

以上，回答者の子どもの頃と現在と，父母の長子の呼

表 10 弟存在が兄姉を「お兄ちゃん/お姉ちゃん」と 11千

ぶ程度と彼等の母親が同様に呼ぶ程度の関連

弟妹が兄姉を「お兄ちゃん/お姉ちゃん」

と呼ぶ程度

母親 a. b. c d 昔|

a 87 1 。。88 

b 81 4 。 2 87 

c 29 。 3 1 33 

d 45 5 2 10 62 

計 242 10 5 13 270 

%2=44.43， df=9， p <目001

ん」と l呼ぶ程度の関連が示されている。父親に関する回

答との関連は有志、水準にわずかながら達していなかっ

た。母親の方が父親よりも子どもとの接触時間も長い

し，心理的にも子どもとの距離が近い傾向が有ると思わ

れるので，母親の方が長子の呼び方に相関が高いのは自

然のように見える。

ところで，父母が長子を名前でなく「お兄ちゃん/お

姉ちゃん」と呼ぶことを子どもはどう受けとめているの

だろう。呼ばれる長子自身と弟妹たちで、遠いが有るのか

も知れないが，今回は手初めとして次のような質問を試

みた。

質問 4は「あなたの子どもの頃，お父さん/お母さん

が， あなたがたきょうだいの一番上の人を“お兄ちゃ

ん/お姉ちゃん"と呼ぶとき，次のように感ずるときが

有りましたか」というもので 3つの項目にハイ ・イイ

エで、回答を求めた。

a. きょうだいの中の兄/姉として尊重している

ハイ (37.46%) イイエ (46.64%)

無答 (15.90%)

b. 兄/姉としての責任感を期待 している

ハイ (52.30%) イイェ (30.74%)

無答 (16.69%)

び方に父母の差が顕著であったが，しかし各クロス集計 c 兄/姉としての立場をいたわっている

表に見るように，父母の呼ぶ程度は相関している。つま ハイ (24.73%) イイエ (57.95%)

札片親がその呼び方を多くする家庭では，もう片方の 無答 (17.31%)

親も比較的多く同じ呼び方をしていることが明瞭であ この場合の無答は単なる記入漏れのほかに父母がとも

る。 にお兄ちゃん/お姉ちゃんという呼び方を全くしないの

ところで，きょうだいの中で弟妹が兄姉を呼ぶ仕方と で答え られないというものも含んでいた。項目の dとし

その同じ人を彼等の父母がl乎ぶ仕方に関連が有るだろう て「その他( )Jという欄を設け，そのほかに感じた

か。前回の調査でも，今回の調査でも弟妹からは「お兄 ことが有った場合に記入するよ うに求めたところ，

ちゃん/お!Ii1iちゃん」と呼ぶ仕方が圧倒的に多いので Iききわけ良くしなさいということを要求していると

この呼び方についてのみ弟妹と父母の Pロス集計を行な 感じたJ (弟のいる女子〉

ってみた。表10は母親と弟妹が「お兄ちゃん/お指liちゃ 「弟妹の手本になるように期待していると感じたJ(4 



表 11 夫が妻を「お母さんJ，安が夫を「お父さんJ
と11手ぶ程度

夫

ヨZ a. b. c. d. e 昔|

a.いつもそう l呼んだ 92 50 27 8 13 190 

b かなり多く 6 38 15 10 6 75 

c. ときどき 。3 14 5 4 26 

d. まれにそう l呼んだ 。。1 4 2 7 

e 全然そう 呼ばなかった O 。。。5 5 

計- 98 91 57 27 30 303 

;(2=153.97， df=16， p<.001 

表 12 夫が裂を「お母さん」 とl呼ぶ程度の比較

組父母同居/
組母同居家庭

祖父母同居しない家庭

青|

χ2=13.74， df=l!， p<.01 

人きょ うだいの長女〉

a. b. c. d. e. 計

57 35 19 7 16 134 

37 42 30 19 11 139 

94 52 49 26 27 273 

「単に妹の真似をして呼んでいるだけJ (妹のいる男

子〉

I I~I 分より先に生れていたんだなあJ (兄と前liのいる

女子〉

Ili!.なる l呼名に等しかったと思ったJ (指liと弟のいる

女子〉

「何にも思わなかったJ (妹のいる男子〉

などの回答があった。

(3)夫婦の聞での呼び方

質問 5I当時，あなたのお父さんは，お母さんを 『オ

カアサン』とか『ママ』あるいはそれに類似した呼び方

をしたときが有りましたか」とたずね，そして，質問8

は「当時，あなたのお母さんは，お父さんを『オトウサ

ン』とか 『パパ』 あるいはそれに類似した呼び方を した

ときが有りましたか」とたずね 5段階で評定すること

を求めた。ここには一人っ子家庭の回答も含まれている。

クロス集計の結果は表11である。夫が棄を母称でl呼ぶよ

りも，委が夫を父称で呼ぶことの方が顕著であること

と，この二つの呼び方に関連が有る ことが示されてい

る。

また夫または萎の親が同居している場合としていない

場合で，この妻への呼びかけ方に差異が有るのではない

か。前者の家庭では「お母さん」というと妻(子どもの

( 7 ) 

表 13 夫が姿を 「お母さんJ と呼ぶ程度と彼が長

子を」お兄ちゃん/お姉ちゃゃん」と 11手ぶ程

l支の関辿

長子を11千ぶ

表を l呼ぶ a. b. c d. 青|

a 23 21 25 25 94 

b 15 24 16 22 77 

c 7 7 11 24 49 。 1 7 18 26 

e 1 5 。 20 26 

青| 46 58 59 109 272 

χ2=48.31， df=12， p <.001 

母親〉を指すだけでなく， 夫の実母も しくは義組!の母親

(子どもの柱l母〉を指すことが可能なので， 混同をさけ

るため萎の実名を多く 呼ふ、とい う傾向はないだろうか。

回答者から見て， 祖父母同居の家庭および祖母のみ同居

の家庭の合計 139il汗と祖父母が同居しない家庭 134軒と

比較すると表12となり，核家族世帯の夫の方が妻を母称

でよ ぶことが顕著であった(祖父のみ同居の家庭は現実

に「お母さん」と呼ばれうる人物は一八で・あるという点

では祖父母とも同居しない家庭と同じであるが， tJl母が

生育lJに同居していたとも考えられるので，核家}広世帯と

も同じと はいえないのではないか。 そこでこの:U~~'I から

は除くことにしたい

次に二人以上の子どもの居る家庭について夫が安をお

母さんと l呼ぶ程度と彼が自分の長子を「お兄ちゃん/お

刻iち ゃん」と l乎ぶ程度に関連が有るだろうか。 ~ーを名古lï

でなく，子どもから見た役割の名で・l呼ぶ人は子どもも下

の子からみた役割の名でl呼ぶ傾向があるかど うかとい う

ことである。 クロス集計の結果は表13である。 最年少者

から見た親族名称で呼ぶ傾向は妻に対しての方がより顕

著ではあるが，二つの呼び方は高い関連が認められる。

(4)兄 ・姉が弟/妹に対して自分を「お兄ちゃん/お

姉ちゃん」と称する傾向

前の調査で家族と話しをすると き，自分の こ とをボ

タ/ ワタツという代りに名前や愛称、で称する ことの有無

を質問したところ，女子の回答の中に名前や愛称ではな

くて「お前Iiちゃん」と父母に対しても称するとい う回答

が有 った。 ここではきょう だいの年下の者に対しての I~I

称として親族名称を使用するとい う傾向に男女差がある

かど うか検討する。質問 6で「あなたがたきょうだいの

一番上の人は，一番下の人と話すとき，たとえば“私が

やってあげる"とか“私にも頂戴"というようなとき，

僕/私とい う意味で“お兄ちゃん"/“お前liちゃん"とい



( 8 ) 

表 14 兄姉が弟妹と援するとき自分のことを 「お

兄ち ゃん/お姉ち ゃん」と称する程度(子ど

もの頃と現在)

子どもの頃 現在

兄 指li }[しT 指li

1 いつも 7 30 3 23 

2 かなり多く 11 39 8 25 

3.ときどき 6 33 4 25 

4.まれに 13 13 10 14 

5.全然無し 62 44 78 80 

6.党えていない 9 8 

無答 4 3 9 3 

合計 112 170 112 170 

χ522 =410l，Elf= 
p <.001 

4 Z2=26.35，df= 
， p<.OOl 

うときが有 りましたか」ときき，さらに「現在でも一番

上の人は末の人に同じようなし市、方をしますか」とたず

ねた。3人以上のきょうだいの場合， 長子がすぐ下の子

と一番下の子と別な対応する場合が有り，回答が複雑に

なるので，ここでは末の子に対する言い方にしぼって回

答を求めた。これらの質問に対する回答を長子が男か女

かで分類して集計したものが表14である。子ども|時代に

関する回答で「覚えていなし、」というのは，そのような

いいかたをしたことがあまり4!lf，l、からこそ覚えていない

のかも知れないが，この回答:を入れて検定しても，入れ

ないで検定しても結論は同じであった。両方とも明瞭な

男女差がある。つまり長子が女の子の場合の方が男の子

の場合よりも弟妹に向って親族名称でgj称することが多

い。なお長子が末子に「お兄ちゃん/お姉ちゃん」と自

称する程度の多い家庭ほど父母もその長子を「お兄ちゃ

ん/おJ1i!iちゃん」と呼んでいたことも認められた。

(5) 男の子がボタとよばれる ことについて

前回の調査で，きょうだし、聞でも，m見が子を11子ぶ場合

でも，男の子が「ボク」と呼ばれる例は多くなかった。

しかし，主要な呼び方でなく，副次的な呼び方と して使

用する場合も有るだろう 。今回は「あなたがたきょうだ

いの中の男の子が “ボグ'と呼ばれたことが有ります

か」と聞き，ハイ， イイ エの回答とハイのときは( ) 

の中にl乎んだ人が父，母， 兄， 拘li，祖父，祖母およびそ

の他をOで閤むよう求めた。きょうだいの中に男の子が

居ない者はこの質問に該当 しない。さ らに無記入を除

き，ハイかイイエに回答した者のみを集計したみた。ハ

イと回答した者は全体で、30人で， そのうち 2人が一人っ

子であった。残りのきょうだい構成を分類すると，①上

が女で下が男，②上が男で下が女，そして③男 2人の兄

弟の 3つのタイプである。①のタイプでは26.8%がボク

と呼ばれていたが，②では11.3%，③では 2.8%であっ

た。剣lのいる弟の方が妹のいる兄，および男同土の兄弟

よりも顕著にポクと呼ばれていた。l呼ぶ者は狙母と母が

最も多く，ついで父，祖父，姉の順に多く，兄が弟をボ

クと l乎ぶ例はmr、かった。最年少者からみた親族名称て‘l乎

ぶという原則は，夫婦が互いに「お父さん/お母さん」

と呼びあい，父停が長子を「お兄ちゃん/お剣iちゃん」

とl乎ぶことに典型的に現れているが，このボクについて

も同じようなことが言えないだろうか。男の子の下に弟

妹がし、るときは父母や祖父母は末の子と同じように彼を

「お兄ちゃん」と呼ぶが， 男の子が末の子のときは彼自

身が自分をボグと呼ぶのと同じく，周聞の年長者も彼を

ボクと i乎ぶことなのであろう。

全体的考察

とに掲げた仮説の 1~ 6はほぼ笑証された。欧米の家

族が夫婦中心の家族であるのに対して日本の家族が子ど

も中心であることは最近の就寝形態やベビーシッターに

関する母親の意識などの比較資料(篠田1990，岩佐1990)

からもうかがえる。デ ヴぇス (DeVos，1ω973ω) は日木人

の4特寺徴と して「役割に対するZ

指摘している。イプセンの戯曲 『人形の家』のノラに象

徴されるように「一人の姿，一人の母親である前に，私

は一人の女性であり，一人の人間て、ある」という欧米の

近代女性の意識とはまったく逆に， 日本の女性は「自分

は一個の人間，一個の女性である前に一人の妻で、あり，

一人の母である」という意識が強いという。また「自己

の役筈肋ミら離れた独立した自分というものを考える こと

は伝統的に日本人の心情からは道徳的な逸脱あるいは罪

の意識を生ずる」という 。我が国には「子はカスガイ」

ということわざが有るとおり， r子どもを持つ意味」に

ついて「家族の結びつきを強める」と認識している者が

各国に比較して多く(総務庁青少年対策本部 1987，p. 

155.)， r夫婦にとって大切なこと」 として「夫婦の聞に

子どもがいること」を挙げる者も顕著に多い(岡本部

1982， p. 125.)。夫婦の聞に離婚しでもやむをえない原

因があっても，出ff婚を思いとどまる理由は圧倒的に「子

どもに及ぼす影響を考えて」が挙げられている(同書

p. 122')0 r夫婦2人だけでする行動」を見ると，rレス

トランで食事J，r社交パーティへの出席J，r旅行」等，

いずれも欧米だけでなく，隣国の夫婦に比較しでもはる

かに少ない回答である(同書 p.97.)。奏である ことよ

りも子どもの母であることの方が重要であると受けとめ



られている。緯国でも 日本と同じように，場合によって

はそれ以 tに子どもを大事にするけれども，あくまで親

や柱l先あっての子どもであるように見える〔阪元1982)。

また斡国で‘は伝統的に幼い段階から大人の行一動パターン

を習得するようにしつけられる(全 1990)0 ij母国の家族

を大人中心の家族とすれば，日本の家族は子ども中心の

家族といってよいであろう 。 また，我が国では大人が子

どもの水準にあわせて接触しているようだ。幼児認がよ

く発迷 し，遅くまでその使用が許容されている。このよ

うな日本の家族関係の特徴が今回の調査結果に見るよう

な家族の中での相互の呼び方と自称の仕方にも反映して

いるのではないだろ うか。

谷 (1981)は，自己中心的にしか|生界を見ることので

きない最年少の幼児が他者の適切な呼び方を習得しやす

いように，間聞の大人もその子の立場から見た親族名称

で各家族員をl呼ぶことを示唆している。 しかし，その子

がイー分習得したずっと後でも，父母が同じ呼び方を使用

しつづけている事実はそれだけで、説明がつかなし、。呼び

方というのは一度決まると固定化すると同時に，そのl序

び方を許容する文化的背景があるからであろう 。
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